








































































































　Voogt et al.（2010）は、EU、OECD、UNESCOの他にもPartnership for 



























　CLIL（Content and Language Integrated Learning）は、教える内容と言
語習得の両方に焦点を置いた教育方法であり、母国語やすでに獲得している
複数言語の他にもう一つの言語が内容と言語の両方を学ぶために使用される
（Coyle et al. 2010）。どの言語でもCLILは可能であるが、本稿では英語を使っ
た教育を前提として考察することとする。
　CLILが他のバイリンガル教育、ImmersionやContent-based Insuruciton





のmultiple intelligences, 第二言語習得としてはBenson & Voller（1997）の
学習者自律の視点などがその一例である（Caraker, 2017）。英語教育研究の分
野そのものがその視点によっては、第二言語習得、応用言語学、教育心理学
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